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請
願
採
択

請
願
採
択
のの
結
果
結
果
、、

実
る
！

実
る
！

選挙公報

○月△日は投票日です みんなそろって投票しましょう
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総
務
常
任
委
員
会

調
査
研
究
テ
ー
マ

「
防
災
に
つ
い
て
」

町
内
４
ヵ
所
の
土
砂
災
害

警
戒
地
を
現
地
視
察

　

10
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会

に
お
い
て
、
町
の
地
域
防
災
計
画
で

の
土
砂
災
害
計
画
、
治
山
関
連
、
土

砂
災
害
防
止
法
に
つ
い
て
執
行
か
ら

説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
浜
・
富
田
・
露
梨
子
・
立
原
地

内
の
土
砂
災
害
警
戒
地
を
現
地
視
察

後
、
協
議
に
入
り
、「
災
害
の
未
然
防

止
対
策
や
防
災
読
本
の
活
用
、
自
然

災
害
発
生
時
の
復
旧
支
援
対
策
を
検

討
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

閉
会
中

閉
会
中
のの
調
査
報
告

調
査
報
告

各
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
を
掲
げ
て
調
査
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。そ
の
審
査
内
容
が
、

本
会
議
に
て
各
委
員
長
よ
り
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

寄
居
町
選
挙
公
報

発
行
条
例
の
制
定

　

町
長
な
ら
び
に
町
議
会
議
員
の
選
挙
に
当
た
り
、
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
「
選
挙
公

報
」
を
発
行
す
る
こ
と
を
定
め
た
条
例
の
制
定
を
、
全
員
賛
成
で
可
決 

し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、平
成
19
年
12
月
議
会
に
お
い
て
採
択
（
議
会
と
し
て
賛
同
す
る
こ
と
）
し
た「
選

挙
公
報
の
発
行
に
つ
い
て
」
の
請
願
の
願
意
が
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

町
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る
こ
の
選
挙
公
報
の
発
行
に
よ
り
、
有
権
者
は
候
補

者
の
経
歴
や
考
え
を
事
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
投
票
の
際
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　 臨時議会（臨時会とも）…原則として 3・6・9・12月に招集される定例会とは別に、必要に
　　　　　　　　　　　　　  応じて臨時に招集される議会のことです。

町
内
の
警
戒
地
を
視
察

▼

ページ数や１枚あ
たりの掲載者数は、
各選挙の候補者数
によります。

どんなもの？　　
いつ見られるの？
投票日の前日までに新聞折込で配
布されるほか、寄居町役場庁舎
及び男衾・用土両連絡所でも受
け取ることができます。

内容はみんな同じ？
縦書き・横書き、活字・自筆な
どは候補者ごとに異なる場合が
あります。これは、候補者の主義・
主張を間違いなく伝えるため、
「候補者が作成した原稿のまま
を縮小して掲載すること」とさ
れているからです。

12月定例会12月定例会（12/3～17…15日間）（12/3～17…15日間）

12月定例会は12月3日～17日の15日
間の会期で開かれ、11件の議案と3件の
請願の審議・審査が行われました。また
11月20日には臨時議会　 が開かれ、5
件の議案審議が行われました。(審議結果はＰ .9）

本
会
議

常

任

委
員
会

12/  3  議案審議
12/  4  一般質問
12/17  議案審議

12/  8  産業建設
12/  9  総　　務
12/10  文教厚生

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

 3

次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

請
願
3
件
、
審
議
の
経
過
は
… 

」

 3

　
「
町
内
に
安
心
し
て
出
産
で
き
る
産

婦
人
科
病
院
が
必
要
で
あ
る
」、「
働

く
場
の
確
保
、
住
宅
対
策
、
子
育
て

補
助
金
制
度
、
保
育
園
の
条
件
整
備
、

医
療
を
目
指
す
者
の
育
成
な
ど
の
課

題
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
若
い
人
向
け
の
住

宅
対
策
を
進
め
る
べ
き
」
等
の
質
疑
・

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
調

査
研
究
し
、
次
回
は
他
市
町
村
の
事

例
を
視
察
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

調
査
研
究
テ
ー
マ

「
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
」

若
い
世
代
向
け
の

住
宅
対
策
に
重
点
を
！

子育て支援、充実！子育て支援、充実！
同時在籍3人目以降の同時在籍 3人目以降の
保育料が無料化保育料が無料化にに

国の「児童福祉法による保育所運営費国庫負担金に
ついて」の一部改正が行われ、これに伴い、町の保
育料の徴収に関する規則の一部が改正されました。
これにより、平成21年度から「同一世帯から3人
以上が同時に保育所に在籍している場合」は、3人
目以降の保育料が「保育料基準額の10％」から「無
料」に改正され、負担の軽減が図られました。

　

県
の
障
害
者
生
活
支
援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に

伴
う
規
定
の
整
備
で
、
65
歳
以
上
で
新
た
に
障
害
者
手
帳
を
取
得

さ
れ
た
方
を
対
象
外
と
す
る
一
方
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
一
級
所
持
者
な
ど
が
新
た
に
対
象
と
な
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

付
託
さ
れ
た
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
お
い
て
「
現
在
の
在

宅
重
度
手
当
の
支
給
状
況
」「
障
害
者
に
対
す
る
制
度
の
充
実
は

大
切
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
て
ほ
し
い
」
等
の
質
疑
・
要

望
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
可
決
。
本
会
議
に
お
い
て
も
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

寄
居
町
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正

県
の
要
綱
改
正
を
受
け
、
規
定
を
整
備

高
齢
で
障
害
の
あ
る
方
に
と
っ
て
は
、
大
変
な
こ
と
だ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 

（
田
母
神
節
子
議
員
）

見
直
し
前
に
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
年
齢
に
関
係
な
く

現
行
月
額
が
継
続
支
給
さ
れ
る
。
65
歳
以
上
の
方
は
介
護
保
険
等
で
他
の

制
度
が
利
用
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
月
額
５
０
０
０
円
の
新
た
な
財
源

保
障
は
な
い
。
高
齢
で
障
害
の
あ
る
方
に
と
っ
て
は
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

請願採択を受けてようやく実現。候
補者の考えを紹介する公報は必要だ

（田母神節子議員）
　近隣市町村の多くがすでに発行している選挙公
報が、当町では平成19年12月の請願採択以来、
ようやく実現されることになる。候補者の人とな
りや町政に対する考えを紹介する公報は必要だ。

本会議において賛成討論がありました

選挙公報って、選挙公報って、

掲載順は？
候補者の受付終了後、選挙
管理委員会が抽選を行い、
掲載順が決まります。

何がわかるの？
・候補者の顔写真
・氏名
・経歴
・政見　等が載ります。

ご注意）これは選挙公報の紙面説明用に作成したものです。
　　　　 面積の配分等については、実際の公報とは異なります。


